


















年と 29 年に開催された「東京裁判シンポジウム」であり、昨年（平成 30 年）











は、東京裁判をはじめとする GHQ の戦後占領管理体制下での WGIP（ウォー・
ギルト・インフォメーション・プログラム）について研究を行ってきた。戦
後の WGIP 政策を通して、日本人の精神が如何に歪められたのか、戦後占領
期の言論空間がどのように変容していったのかを詳らかにした東京裁判研究
が、今後正しく評価されることを期待したい。
最後に、本追悼号の趣旨を理解し御寄稿下さった先生方に篤く御礼を申し
上げるとともに、篠原敏雄先生のご冥福をお祈りし、比較法制研究第 41 号
の追悼の辞とさせていただくことにする。
